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近年省エネルギー対策の高まりから建築物の各種断熱工法が普及している。中でも室内側の表面結露、

内部結露を防止できること、既存の建築物でも施工が容易ということで外断熱工法が広く普及している。 

 

外断熱工法用にＧＲＣを使用したパネルが会員会社 2 社から販売されていて、新築用と、既存改修用の

２タイプがある。いずれも有機系断熱層を裏打ちしたＧＲＣ面材で構成されている。前者は、通常のＲＣ

壁において外部側ベニヤ型枠の代わりにＧＲＣ外断熱パネルを建て込み、コンクリートを打設するもので

埋設型枠として型枠ばらしが不要になる。後者は、既存ＲＣ壁にあと施工アンカーを用いて取付けしてい

くものである。必要な断熱性能に応じて断熱層の厚さを替えて、個別要求に対応している。 

 パネルの種類 標準パネル  タイル貼り用パネル  通気構法用パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   新築の施工例 

       改修の施工例 

 

 

 

 

 

 

 

耐火構造であるＲＣ壁に外断熱パネルを覆う工法なので、地震･風等に対する構造上の安全性、耐久性等

を確保することも必要であり、かつ断熱材が有機系発泡材料なので火災時の安全性が重要である。 

昭和 60 年 9 月 5日住指発第 510 号 

 ＜耐火構造の外壁に施す外断熱工法の取り扱いについて＞ 

有機系発泡材料の種類【建築物の防火避難規定の解説-2016：日本建築行政会議編】 

 JIS A 9521 にある発泡プラスチック系４種類 

  ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ、押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ、硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ、ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ 
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